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平
成
30
年
度

第
２
回

開

催

日
　
平
成
30
年
10
月
19
日

一
、
議
　
事

(1)
専
決
処
分
の
承
認
（
利
益
相
反
取

引
の
件
）
５
件

二
、
協
議
事
項

(1)
配
分
金
基
準
単
価
（
最
低
単
価
）

の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
埼
玉
県
最
低
賃
金
の
　

改
定
に
合
わ
せ
平
成
31
年
４
月
か

ら
900
円
（
現
行
875
円
）
に
改
定
と

同
時
に
そ
の
他
の
職
種
別
の
基
準

単
価
も
改
定
。

三
、
報
告
事
項

(1)
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
専
務
理

事
の
職
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い

て
(2)
平
成
30
年
度
事
業
中
間
報
告
に
つ
　

い
て

(3)
平
成
31
年
度
就
業
先
募
集
予
定
に

つ
い
て

(4)
各
委
員
会
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

(5)
埼
玉
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
　

タ
ー
の
愛
称
決
定
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

広
報
委
員
会

①

広
報
紙

平
成
30
年
８
月
１
日

「
シ
ル
バ
ー
お
が
わ
」
31
号
発
行

②

普
及
啓
発

第
21
回
小
川
町
福
祉
ま
つ
り
が
10
月

28
日
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、理
事
長
は
じ
め
役
員
及
び
事
務

局
職
員
で
普
及
啓
発
資
料
等
を
配
布

中
期
計
画
策
定
委
員
会

①

平
成
30
年
４
月
17
日
（
第
１
回
）

原
案
の
協
議

平
成
30
年
５
月

中
期
計
画
策
定

②

平
成
30
年
11
月
15
日
（
第
２
回
）

中
期
計
画
実
施
評
価(

上
半
期)

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

①

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

平
成
30
年
８
月
６
日

・
事
故
発
生
状
況
報
告

・
現
地
視
察

②

第
３
回
刈
払
機
作
業
従
事
者
安
全

衛
生
教
育
講
習
会

平
成
30
年
８
月
30
日

２
名
参
加

③

応
急
処
置
講
習
会

平
成
30
年
９
月
12
日

26
名
参
加

委
員
会
報
告

福祉まつりでの啓発活動

平成31年8月までの
事業予定

３月・植木剪定講習会

・ボランティア活動

・グラウンドゴルフ大会

・理事会

・平成31年度就業確認書

送付（就業予定者）

４月・職域班会議

５月・草刈機械取扱講習会

・監査会

・理事会

６月・定時総会

・刈払機作業従事者安全衛　　

生教育講習会参加

７月・安全就業推進大会参加

８月・広報『シルバーおがわ』

33号発行

・安全運転管理者講習会

参加

・安全・適正就業委員会

※ 予定は変更になる場合があります

福
利
・
厚
生
委
員
会

第
15
回
シ
ル
バ
ー
お
が
わ
創
作
展

平
成
30
年
11
月
１
日
〜
３
日

小
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

延
べ
３
日
間
（
来
場
者
282
名
）

そ
の
他
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

月
２
回
開
催
中

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

月
１
回
開
催
中

◎
会
員
の
皆
様
に
お
願
い

就
業
時
に
お
け
る
事
故
等
が
起
き

な
い
よ
う
、
又
、
ご
自
身
の
健
康
管

理
の
た
め
、
年
に
１
、
２
回
の
健
康

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。



原
理
事
長
　
勲
章
授
章

平
成
14
年
９
月
よ
り
平
成
22
年
８
月

ま
で
の
８
年
間
、
小
川
町
副
町
長
と
し

て
勤
務
さ
れ
、
自
治
行
政
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
対
し
こ
の
度
、

勲
章
（
瑞
宝
双
光
章
）
を
授
章
さ
れ
ま

し
た
。
11
月
５
日
、
知
事
公
館
に
て
勲

章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
ま
た
７
日
に

は
皇
居
豊
明
殿
に
て
、
天
皇
陛
下
の
拝

謁
を
賜
り
ま
し
た
。

●
口
コ
ミ
に
よ
る
会
員
の
増
強

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
特
に
今
年
は
、
昨
年
に

比
べ
25
人
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

健
全
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
会
員
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

事
務
局
だ
よ
り

第32号●３● シルバーおがわ

～～～～～～～～～ 事業実績報告(平成30年４月 ～ ９月)～～～～～～～～～

☆会員数（４月～９月累計） 入会者29人、退会者64人
９月末現在の会員数は、男性217人、女性70人、計287人　前年同期と比較すると25人減
（男性 －22人、女性 －３人)率にして9.5％の減となっています。

☆受注件数(４月～９月累計) 733件、前年同期比38件(4.5％)減
民間企業では14件増加したものの、公共機関で3件、個人家庭で49件それぞれ減少したこと
から、38件の減となりました。

☆契約金額(４月～９月累計) 64,503千円、前年同期比 16,085千円(20％）減
公共機関20,409千円（31.6％）、民間企業32,169千円（49.9％）、個人家庭11,925千円
（18.5％）となり、民間企業が契約金額の過半数を占めています。

り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
知

り
合
い
や
お
友
達
、
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
に
、
是
非
と
も
、
お
声
が
け
を

し
て
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
入
会
の
勧
誘
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

「
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

い
き
い
き
埼
玉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
会

員
の
拡
大
の
一
環
と
し
て
、
愛
称
を

募
集
し
選
考
の
結
果
、
県
内
に
お
け

る
愛
称
が
「
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」と
な
り
ま
し
た
。

●
安
全
心
得
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

日
常
生
活
に
お
い
て

・
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
自

ら
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
適
切
な
運
動
な
ど
自
分
に
あ
っ
た

方
法
で
、
機
能
低
下
を
防
止
す
る

・
就
業
の
前
日
は
、
充
分
な
睡
眠
を

摂
る

就
業
先
へ
の
行
き
帰
り

・
往
復
時
間
は
余
裕
を
持
つ
よ
う
に

・
交
差
点
で
は
信
号
を
守
り
左
右
確

認
し
て
渡
る

・
自
転
車
に
乗
る
場
合
、
雨
天
や
夕

暮
れ
時
に
特
に
注
意
、
ま
た
夜
間

は
白
な
ど
目
立
つ
服
装
を

勲記・勲章の伝達
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私
の
就
業
先
は
、
駅
か
ら
徒
歩
で
約

10
分
の
処
に
あ
る
小
川
町
立
図
書
館
で

す
。就

業
内
容
は
、
日
常
清
掃
業
務
で
、

２
人
で
ペ
ア
を
組
み
、
８
人
体
制
で
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
ま
す
。
１
人

当
た
り
１
ヵ
月
に
８
日
前
後
の
就
業
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

時
間
は
、
１
日
に
３
時
間
〜
４
時
間

で
回
っ
て
い
ま
す
。
火
曜
日
〜
日
曜
日

迄
、
月
曜
日
は
定
休
日
で
す
。
但
し
祝

祭
日
に
当
る
と
開
館
し
て
い
て
、
翌
日

が
休
み
に
な
り
ま
す
。
又
、
第
４
木
曜

日
は
定
休
日
に
な
り
ま
す
。

火
曜
・
水
曜
・
木
曜
・
金
曜
日
は
８

時
半
か
ら
、
土
曜
・
日
曜
日
及
び
祝
祭

日
は
９
時
半
か
ら
の
就
業
で
す
。
ち
な

み
に
図
書
館
の
開
館
は
、
休
館
日
の
月

曜
以
外
は
、
10
時
か
ら
で
す
。

火
曜
日
〜
日
曜
日
迄
、
清
掃
内
容
が

少
し
ず
つ
違
う
の
で
、
新
人
さ
ん
が
全

部
掌
握
す
る
に
は
、
２
〜
３
ヵ
月
か
か

り
ま
す
。
金
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
と

午
後
に
分
れ
て
い
て
、
他
の
曜
日
は
８

時
半
か
ら
４
時
間
程
度
で
終
わ
り
ま
す

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
９
時
半
か
ら

で
す
）。

作
業
内
容
は
、
大
き
く
分
け
る
と
館

内
と
館
外
に
な
り
ま
す
。
館
内
は
、
主

に
紙
モ
ッ
プ
と
ワ
ッ
ク
ス
モ
ッ
プ
を
使

い
、
週
２
回
は
掃
除
機
使
用
で
す
。
館

外
は
箒
で
掃
き
、
濡
れ
タ
オ
ル
で
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
を
拭
き
、
灰
皿
を
綺
麗
に

し
ま
す
。
夏
季
（
４
月
〜
９
月
）
は
草

取
り
も
あ
り
、
冬
季
（
10
月
〜
３
月
）

は
枯
葉
の
収
集
が
多
く
な
り
ま
す
。

午
後
は
、
２
階
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

・
外
テ
ラ
ス
に
始
ま
り
、
大
会
議
室
、

小
会
議
室
な
ど
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク
リ
ー

ナ
で
床
を
清
掃
し
ま
す
。

小
川
町
立
図
書
館田中　良

新
会
員
紹
介

私
は
、
昨
年
４
月
に
小
川
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
社
を
定
年
退
職
後
、
２
年
間
自
宅

で
整
理
整
頓
、
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
。

近
所
の
友
人
の
勧
め
で
、
月
１
回
行
わ

れ
る
説
明
会
に
参
加
し
、
色
々
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
後
日
入
会
し
ま
し
た
。

就
業
先
を
紹
介
し
て
頂
き
、
工
場
を

見
学
、
自
分
で
も
作
業
が
出
来
そ
う
だ

と
思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

私
の
就
業
は
週
３
回
、
火
・
木
・
金

の
８
時
45
分
〜
16
時
迄
の
６
時
間
15
分

で
す
。

自
動
車
の
パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
加
工

で
す
が
、
品
物
を
ピ
ン
ゲ
ー
ジ
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
検
査
で
す
。
自
分
に
与
え
ら

れ
た
業
務
を
通
し
て
、
い
か
に
企
業
に

貢
献
で
き
る
か
、
仕
事
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
付
加
価
値
を
生
み
出
せ
る
か
？

常
に
見
つ
め
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

業
務
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

職
場
の
人
間
関
係
は
良
く
、
温
か
く

迎
え
て
く
れ
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

小
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
感
謝
し
、
永
く
就
業
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

永島 和夫

私
は
、
昭
和
26
年
生
ま
れ
で
67
歳
で

す
。平

成
28
年
６
月
、
所
沢
か
ら
小
川
町

へ
引
越
し
て
来
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め

余
暇
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
少

々
飽
き
て
来
た
一
昨
年
の
10
月
に
、
町

の
広
報
を
見
た
時
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
11
月

に
説
明
会
に
行
き
、
入
会
の
手
続
き
を

し
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
決
め
難
く
、
自
分
に

合
う
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
迷
っ
て
い
た

頃
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
１

通
の
封
書
が
届
き
、
仕
事
は
役
場
の
駐

車
場
及
び
駐
輪
場
の
事
が
書
い
て
あ
り
、

私
に
相
応
し
い
と
思
い
決
め
ま
し
た
。

仕
事
は
、
昨
年
の
２
月
か
ら
始
め
、

週
３
回
程
で
す
が
、
人
と
人
と
の
会
話

が
で
き
、
有
意
義
な
毎
日
で
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
下
さ
っ

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に

感
謝
し
ま
す
。
普
段
は
、
ふ
じ
み
野
市

の
朝
野
球
に
参
加
し
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
名
を
汚
さ
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

金田 昭博
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私
の
楽
し

み
は
、
45
才

を
過
ぎ
子
育

て
も
終
え
、

多
少
の
余
裕

も
出
来
た
の

で
国
産
の
オ

ー
ト
バ
イ
を

購
入
し
て
か

ら
始
ま
り
ま

し
た
。

50
才
を
過
ぎ
た
時
に
、
若
い
頃
に
映

画
な
ど
を
見
た
影
響
も
あ
っ
て
、
宝
物

と
し
て
車
種
を
外
車
の
Ｈ
Ｄ
に
決
め
購

入
し
楽
し
み
と
し
て
日
帰
り
・
宿
泊
で

仲
間
と
出
掛
け
、
温
泉
・
グ
ル
メ
・
地

酒
・
季
節
の
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ツ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
北
海
道
・
東

北
・
北
陸
・
佐
渡
・
関
東
・
中
部
地
方

の
全
県
に
出
掛
け
ま
し
た
。
思
い
出
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
食

事
、
信
号
の
少
な
い
広
い
道
路
。
青
池

で
は
女
優
に
出
会
え
た
こ
と
、
旭
川
で

は
、
休
暇
中
の
警
察
官
に
コ
ー
ヒ
ー
を

お
ご
っ
て
も
ら
う
な
ど
ツ
ー
リ
ン
グ
旅

行
な
ら
で
は
の
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
は
、
危
険
な
乗
り
物
な

の
で
必
ず
、
出
掛
け
る
前
に
は
自
分
自

身
で
点
検
す
る
事
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
宝
物
を
大
切
に
安
全

運
転
で
、
仲
間
と
出
先
で
の
多
く
の
出

会
い
と
感
動
を
期
待
し
て
ツ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
18
年
生
ま
れ
の
75
歳
。

小
川
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
小
川
に
嫁
ぎ

ま
し
た
。
長
年
農
業
に
従
事
し
て
い
ま

す
が
、
常
に
作
物
の
取
り
扱
い
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

特
に
出
荷
時
期
は
、
早
朝
よ
り
作
業
に

追
わ
れ
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
忙

し
く
大
変
で
す
。
し
か
し
、
蒔
い
た
種

が
発
芽
し
成
長
す
る
と
き
は
、
我
が
子

の
よ
う
に
可
愛
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
や

が
て
、
実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
き
に
、

豊
作
を
感
謝
す
る
と
共
に
農
業
の
楽
し

み
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
は
、
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
舞
踊

・
カ
ラ
オ
ケ
を
活
か
し
て
近
隣
の
居
宅

要
介
護
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
等
々
を
回

り
、
慰
問
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
要
介

護
の
方
や
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
歌
っ

た
り
、
舞
踊
で
利
用
者
さ
ん
を
励
ま
し

て
い
ま
す
。
元
気
な
利
用
者
さ
ん
の
姿

を
見
て
、
自
分
が
励
ま
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
慰
問
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

慰
問
メ
ン
バ
ー
は
７
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
小
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
が
お
り
、

「
一
緒
に
働
こ
う
」と
誘
わ
れ
早
々
に
入

会
し
、
介
護
施
設
で
就
業
を
始
め
ま
し

た
。
就
業
の
合
間
に
入
居
者
の
方
々
と

楽
し
く
会
話
が
で
き
、
皆
さ
ん
の
笑
顔

に
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

小
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
介
護
施
設
の
入

居
者
さ
ん
の
励
ま
し
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
就
業
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
澤
　
信
夫

笠
原
　
武
子
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第
15
回
「
シ
ル
バ
ー
お
が
わ
創
作
展
」

が
11
月
１
日
〜
11
月
３
日
ま
で
「
パ
ト

リ
ア
お
が
わ
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
会
員
の
皆
様
の
力
作
が

61
点
出
品
さ
れ

”趣
味
と
技
の
世
界
“

と
銘
打
っ
た
ア
ー
ト
の
世
界
が
出
現
出

来
ま
し
た
。
３
日
間
の
ご
来
場
者
は
、

282
名
と
多
数
の
方
々
に
ご
鑑
賞
頂
き
ま

し
た
。

ご
来
場
者
か
ら
は

”素
晴
ら
し
い
“

”素
敵
な
作
品
で
す
ね
“

”ど
の
様
に

作
る
ん
で
す
か
？
“
な
ど
と
沢
山
の
お

褒
め
の
言
葉
や
感
動
の
お
言
葉
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
会
員
の
方

々
に
取
っ
て
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
創
作
展
開
催
に
あ
た
り
、
会

員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
実
行
委
員
の

方
々
や
事
務
局
の
方
々
に
は
大
変
な
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。会

員
の
中
に
は
、
沢
山
の
趣
味
や
素

晴
ら
し
い
技
を
お
持
ち
の
方
々
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
次
回
は
、
今
回
以
上

に
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
出
品
し
て
頂

き
、
よ
り
賑
い
の
あ
る
創
作
展
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
創
作
展

が
、
会
員
相
互
ま
た
ご
来
場
の
皆
様
と

の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る
ま
た
と
無
い

機
会
に
な
る
事
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ

ん
。

平
成
30
年
11
月

実行委員長

田端 文夫

創
作
展
を
終
え
て

昨
年
11
月
に
原
　
理
事
長
が
秋

の
叙
勲
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
御
座
い
ま
し
た
。
（
詳

報
本
紙
参
照
）

本
年
４
月
か
ら
17
の
就
業
先
で

合
計
21
名
の
会
員
が
交
替
と
な
る

予
定
で
す
。

当
広
報
紙
「
シ
ル
バ
ー
お
が
わ
」

は
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
会
員
諸
氏
の
更
な
る
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

写真：花火の形

写真：花

手芸：ネコ

墨絵：寄り添う

会場風景

条
幅：

王
漁
洋
詩

陶芸：急須と茶碗

木製品：サンゴ

手芸：ショール・風呂敷 写真：岩場に咲く高山植物


